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・広島県の地域特性



広島県の地形

出典 国土地理院

山が多く、土砂災害の危険度が高い



土砂災害ポータルひろしま 出典 広島県

土砂災害警戒区域の数約４８０００か所→全国ワースト１位



出典 国土地理院

広島県の地質 まさ土（花崗岩） ピンク表示

砂で出来ているため、雨が降ると非常にもろい性質



土石流の襲来する危険な地形の例（広島市）



土石流の襲来する危険な地形の例（広島市）

重ねるハザードマップ

凡例

扇状地

自然堤防

氾濫平野

旧河道

山麓堆積地形

山地



土石流の襲来する危険な地形の例（広島市）
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急傾斜地の高さの２倍以内
(ただし50mを超える場合は
50m)

土石流のおそれの
ある渓流

扇頂部

土砂災害で危険な場所とは

【崖崩れ】
●山の斜面や自然の急傾斜の崖、人工的な造成による斜面
が突然崩れ落ちること

【土石流】
●山腹や川底の石や土砂が集中豪雨などによって一気に下
流へと押し流される現象

 現象： 土砂が建物等に壊滅的な被害をもたらし一瞬で人命を奪ってしまう恐ろしい災害。

 危険性な場所： 急傾斜地や渓流の付近など、命が脅かされる危険性が認められる場所は、都道

府県から土砂災害警戒区域として公表されている。



激しい雨の降る中で山間部の道路を移動することは危険

• 土砂災害は建物ごと飲み込んで破壊してしまうので、２階への避難では必ずしも命が助からない。

• 命を守るためには、土砂災害警戒区域から一歩でも外へ出ることが大変重要。

• ただし、土砂災害のリスクがあっても、住家がない場所は、土砂災害警戒区域には指定されない。

（指定緊急避難場所に向かうための山間部の道路も、住家がなければ、指定されていない。）

• 山間部の道路で土砂災害に巻き込まれて命を奪われるケースも散見される。



土砂災害ポータルひろしま 出典 広島県

土砂災害警戒区域の数約４８０００か所→全国ワースト１位



・広島県の河川



出典 国土地理院

広島県の河川

川も多く、沿岸部は特に浸水被害も起きやすい



 現 象 ： 下 水 道 等 で 排 水 し き れ な い ほ ど の 大 雨 が 一 気 に 降 り 、 河 川 の 氾 濫 と は

関わりなく発生する下水道等の氾濫。

 命が脅かさ れ る危険性が認め ら れ る場所： 住宅の地下室や道路の ア ン ダ ー パ ス で は 、雨水の

浸 水 や 冠 水 の 深 さ が 短 時 間 で 急 激 に 上 昇 す る 傾 向 が あ り 、 命 を

奪 う 危険性 が あ る 。 ま た 、 周囲 よ り 低 い場所（窪地な ど ） に あ る 家屋 な ど で は 、 床上浸水等 が

発生する危険性がある。

浸水害で危険がある場所



河岸段丘

台地

谷底平野

山地

図：気象庁作成

台地

勾配が急で流れが速くなるため、氾濫する前から

水流によって川岸が削られて家屋が押し流される

おそれがある。

図 気象庁作成



河岸段丘

台地

谷底平野

山地

図：気象庁作成

台地

図：気象庁作成

谷底平野

台地

台地

台地

図 気象庁作成

氾濫すると幅の狭い谷底平野に流れが限定されて

水かさが深くなり、破壊力の大きな氾濫流が生じて

家屋が押し流されるおそれがある。



小野川
小野川

わずか
1時間で
急激な増水

（写真：日田市職員提供）

平成29年7月5日

中小河川付近は洪水の危険も

平成29年7月九州北部豪雨 大分県日田市 小野川

14時30分 15時32分



大河川が増水すると、合流しようとする支川の水が逆に押し返される（背水：バックウォーター現象）と

なって、支川で急激な水位上昇が発生し、支川が先に氾濫するおそれが高まる。

（図：気象庁作成）

大
河
川

バックウォーター現象とは



・重ねるハザードマップの見方



インターネット上で、土砂・洪水など災害の起きやすい場所を確認できる。

出典 国土地理院

重ねるハザードマップ



重ねるハザードマップの使い方

検索スペース
「広島大学 東千田」

と入力



重ねるハザードマップの使い方

広島大学
最悪、浸水５～１０メートル
津波は３メートルになる推定
立ち退き避難の必要あり

どんな対策が必要かわかる



重ねるハザードマップの機能 実写

情報リスト
「写真」を選択



重ねるハザードマップの機能 実写で見る洪水の被害想定区域



重ねるハザードマップの機能 実写で見る土砂災害警戒区域



重ねるハザードマップの機能 実写で見る津波被害想定区域



重ねるハザードマップの機能 予想される災害を地図上に重ねる



・キキクルの使い方



危険度分布（キキクル）とは （気象庁HP）

土砂キキクル 浸水キキクル 洪水キキクル

雨による災害の危険度を地図上にリアルタイム表示

（気象庁ホームページ上で10分ごとに更新）

土砂災害・浸水害・洪水害それぞれの危険度を5段階に色分けして表示



洪水害浸水害土砂災害

災害は3種類

危険度は5段階

1km四方
の細かさで色分け

洪水キキクルは河川流
路に沿って色分け

災害切迫 【警戒レベル５相当】

危険 【警戒レベル４相当】

警戒 【警戒レベル３相当】

注意 【警戒レベル２相当】

今後の情報等に留意

危
険
度

低

高

危険度分布（キキクル）



キキクルのしくみ～なぜ危険度がわかるの？～

気象レーダー 地上雨量計＋

降水短時間予報

1時間先
2時間先

3時間先

4時間先
5時間先

6時間先

雨量を災害リスクに翻訳する技術

土砂災害

浸水害

洪水害

解析雨量

①降った雨による災害危険度
の高まりをけいさん

②過去30年分の災害データか

ら「基準」を設定
③キキクルに地図上に表示



５段階の警戒レベルとキキクル（図解版） 洪水土砂災害



問題
土砂災害キキクルの紫が表示される時はい
つ？

①過去に土砂災害が起きた時と同じくらいの雨が
観測された時
②過去に土砂災害が起きた時を大幅に超える雨が
観測された時
③過去に災害が起きた時と同じくらいの雨が降っ
て、土砂災害が予想される時



問題
土砂災害キキクルの紫が表示される時はい
つ？

①過去に土砂災害が起きた時と同じくらいの雨が
観測された時
②過去に土砂災害が起きた時を大幅に超える雨が
観測された時
③過去に災害が起きた時と同じくらいの雨が降っ
て、土砂災害が予想される時



何時間先までの予測を用いるか

土砂キキクル（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）

・避難行動（立退き避難）に要する時間を確保するため、危険度（色分け）の判定に

2時間先までの予測値を用いている。

・現在の技術水準で土壌雨量指数の実用的な予測精度が確保できるのも概ね2時間先

までである。

浸水キキクル（大雨警報(浸水害)の危険度分布）

・短時間強雨による浸水害から命を守るための避難行動（主に垂直避難）に要する時間は、

１時間で十分であることに加え、表面雨量指数の予測精度の観点からも１時間先までの

予測値を用いている。

洪水キキクル（洪水警報の危険度分布）

・避難行動（立退き避難など）に要する時間を確保するためだけでなく、流域雨量指数

の予測精度の観点（上流域にすでに降った雨の量が予測の精度に寄与する）も考慮

して、3時間先までの予測値を用いている。

浸水害 洪水土砂災害



洪水キキクル（鳥取市の例）

2023年8月15日16時00分

洪水キキクル

「紫」表示
災害切迫 【警戒レベル５相当】

危険 【警戒レベル４相当】

警戒 【警戒レベル３相当】

注意 【警戒レベル２相当】

今後の情報等に留意

洪水キキクル（洪水警報の危険度分布）

氾濫発生情報 【警戒レベル５相当】

氾濫危険情報 【警戒レベル４相当】

氾濫警戒情報 【警戒レベル３相当】

氾濫注意情報 【警戒レベル２相当】

発表なし

危
険
度

低

高

指定河川洪水予報

高
危
険
度

低

本川の増水に起因する内水氾濫
（湛水型の内水氾濫）の危険度
河川の増水によって周辺の支川・下水道からの合流が押し返される形となって
発生する内水氾濫による洪水被害のおそれがあると認められるときに発表。

警戒 【警戒レベル３相当】

注意 【警戒レベル２相当】



キキクル「黒」を待つことなく「紫」で避難の判断を

色と
その意味

表示条件

黒
災害切迫 ↓大雨特別警報の指標に用いる基準

指数の実況値が大雨特別警報の
指標に用いる基準に到達した場合

」

紫
危険

↑土砂災害警戒情報の基準又は

警報基準を大きく超過した基準
指数の実況値又は予測値※が

土砂災害警戒情報の基準等に到
達する場合

赤
警戒

↑警報基準
指数の実況値又は予測値※が

警報基準に到達する場合

黄
注意

↑注意報基準
指数の実況値又は予測値※が

注意報基準に到達する場合

今後の情報に
留意

指数の実況値及び予測値※が
注意報基準未満の場合

※ 土砂災害は2時間先、浸水害は1時間先、洪水は3時間先までの予測を用いている。

「災害切迫」（黒）は、災害
が

すでに発生している可能性が
高い状況。

災害が発生する前にいつも出
現するとは限らない。

浸水害 洪水土砂災害



ご静聴ありがとうございました。


